
　
は
じ
め
に

　

一
昨
年
、
昨
年
に
ひ
き
つ
づ
き
、
中
原
悌
二
郎
（
一
八
八
八
―
一
九
二
一
年
）
が

収
集
し
た
写
真
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。
今
回
は
「
西
洋
絵
画
」
十
二

点
、「
ギ
リ
シ
ア
彫
刻
」
一
点
、「
近
世
工
芸
」
二
点
、「
水
墨
画
」
一
点
に
つ
い
て

で
あ
る
。
と
り
わ
け
前
二
者
は
、
画
家
を
志
し
上
京
し
彫
刻
家
に
転
向
し
た
中
原
の

芸
術
観
を
考
察
す
る
う
え
で
興
味
深
い
資
料
で
あ
る
と
と
も
に
関
連
す
る
テ
キ
ス
ト

も
残
っ
て
い
る
た
め
、
こ
れ
ら
を
中
心
に
紹
介
し
た
い
。

　
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
と
セ
ザ
ン
ヌ

　

西
洋
絵
画
の
写
真
を
分
類
す
る
と
、
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
四
点
、
セ
ザ
ン
ヌ
三
点
、

ル
ー
ベ
ン
ス
二
点
、
レ
オ
ナ
ル
ド
、
ル
ノ
ワ
ー
ル
、
カ
リ
エ
ー
ル
各
一
点
と
な
る

（
た
だ
し
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
の
も
の
は
書
籍
の
切
り
抜
き
で
あ
り
表
裏
を
各
一
点
と
数

え
た
）。
西
洋
絵
画
の
写
真
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
わ
ず
か
十
二
点
に
過
ぎ
な
い
な
が
ら

も
、
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
と
セ
ザ
ン
ヌ
の
写
真
が
多
い
こ
と
は
中
原
の
芸
術
的
嗜
好
を
反

映
し
て
い
る
。

　

例
え
ば
、
中
原
の
芸
術
的
嗜
好
は
、
将
来
の
妻
・
信
に
あ
て
た
一
九
一
八
年
（
大

正
七
）
六
月
五
日
付
の
手
紙
中
の
「
ギ
リ
シ
ヤ
、
エ
ヂ
プ
ト
、
日
本
の
天
平
、
近
代

で
は
ロ
ダ
ン
や
ル
ノ
ア
ー
ル
、
セ
ザ
ン
ヌ
等
を
見
る
と
、
全
く
手
も
足
も
出
な
く
な

る
１
」、
画
論
「
空
想
的
に
迄
で
進
ん
だ
写
実
主
義
」
の
な
か
で
の
ロ
ダ
ン
と
セ
ザ

ン
ヌ
の
写
実
力
へ
の
賞
賛
２
、
一
九
二
〇
年
（
大
正
九
）
の
「
マ
ネ
ー
と
ル
ノ
ア
ー

ル
」
に
お
け
る
、
親
友
・
石
井
鶴
三
の
マ
ネ
評
価
に
反
す
る
自
身
の
ル
ノ
ワ
ー
ル
評

価
３
に
認
め
ら
れ
る
（
引
用
は
適
宜
旧
漢
字
を
あ
ら
た
め
た
、
以
下
同
様
）。

　

さ
ら
に
友
人
た
ち
の
言
及
か
ら
も
そ
れ
は
う
か
が
い
知
れ
る
。
日
本
美
術
院
で
と

も
に
研
鑽
を
積
ん
だ
平
櫛
田
中
は
「
画
家
で
は
レ
ン
ブ
ラ
ン
ド
、
近
代
の
セ
ザ
ン
スマ

マ

等
に
対
し
、
深
き
尊
敬
を
以
つ
て
、
其
写
真
等
を
、
貧
し
き
嚢
中
を
割
い
て
蒐
集
し

た
」
と
記
し
４
、
中
原
が
佐
竹
の
原
に
近
い
あ
る
家
の
二
階
を
借
り
て
い
た
一
九
一

五
年
（
大
正
四
）
頃
、
そ
の
部
屋
を
訪
れ
た
石
井
の
次
の
回
想
も
あ
る
。

室
は
ガ
ラ
ン
と
し
て
、
畳
は
ザ
ラ
〴
〵
し
て
ゐ
た
。
机
が
一
脚
と
小
さ
い
画
架

に
カ
ン
ヷ
ス
が
架
け
て
あ
つ
た
。
床
の
間
に
堆
く
ロ
ダ
ン
、
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
其

他
諸
家
の
作
品
の
写
真
版
が
取
り
散
ら
さ
れ
て
あ
つ
た
。
君
は
ロ
ダ
ン
と
レ
ン

ブ
ラ
ン
ト
を
殊
の
外
崇
敬
し
て
ゐ
た
。「
ロ
ダ
ン
の
作
品
は
ど
れ
も
皆
好
き
だ
。

ロ
ダ
ン
は
自
然
だ
。
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
と
ロ
ダ
ン
は
殆
ど
同
じ
だ
」、
と
言
つ
て

ゐ
た
。
其
時
何
か
の
話
か
ら
、
多
分
セ
ザ
ン
ヌ
ぬマ

マ

の
絵
の
複
製
を
前
に
し
て
の

話
だ
つ
た
と
思
ふ
。「
セ
ザ
ン
ヌ
は
好
き
か
い
」
と
君
が
云
つ
た
。「
セ
ザ
ン
ヌ

は
大
好
き
で
す
。
セ
ザ
ン
ヌ
と
ゴ
ー
ホ
や
ゴ
ー
ガ
ン
と
一
緒
に
し
て
論
ず
る
人

が
あ
る
が
可
笑
し
い
」
と
私
は
云
つ
た
。「
ウ
ン
君
の
心
が
は
つ
き
り
解
る
ね
」

と
云
つ
た
君
の
言
葉
が
思
ひ
出
さ
れ
る
５
。

そ
の
後
、
一
九
一
七
年
（
大
正
六
）
に
日
暮
里
の
中
原
の
下
宿
を
訪
れ
た
石
井
は
、

中
原
が
新
た
に
日
本
の
古
い
仏
像
の
写
真
を
多
く
収
集
し
て
い
た
こ
と
を
知
る
の
で

あ
る
。
こ
れ
は
、
前
号
で
記
し
た
よ
う
に
、
嗜
好
の
変
化
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
拡

大
し
て
の
こ
と
で
あ
る
。

　
写
真
の
購
入
、
中
原
の
愛
し
た
芸
術
家

　

前
々
号
お
よ
び
前
号
で
紹
介
し
た
よ
う
に
中
原
は
写
真
を
夜
店
で
購
入
し
て
い
た

•••••••••

•••••••••

中
原
悌
二
郎
の

　
　
写
真
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
三
）

武
　
井
　
　
　
敏
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が
、
時
に
は
注
文
し
て
手
に
入
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
一
九
一
九
年
（
大
正
八
）
二

月
十
日
の
日
記
に
は
「
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
の
肖
像
復マ

マ

製
一
枚
、
ミ
レ
ー
の
デ
ッ
サ
ン
二

枚
を
注
文
す
６
」
と
あ
り
、
ま
た
中
原
が
結
核
の
た
め
病
臥
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
最

晩
年
の
一
九
二
一
年
（
大
正
十
）
の
購
入
に
つ
い
て
は
看
病
に
あ
た
っ
て
い
た
妻
・

信
が
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。「
そ
の
頃
、
新
聞
の
広
告
に
で
も
よ
っ
て
知
り
ま

し
た
か
、
日
本
橋
の
と
あ
る
美
術
品
店
に
泰
西
名
画
の
写
真
の
来
た
事
を
知
り
、
中

原
は
注
文
し
て
、
ロ
ダ
ン
、
セ
ザ
ン
ヌ
、
ル
ノ
ア
ー
ル
、
ま
た
ギ
リ
シ
ャ
の
古
い
彫

刻
の
写
真
な
ど
十
数
枚
を
買
い
ま
し
て
、
そ
れ
ら
を
一
枚
ず
つ
、
適
当
の
距
離
に
私

に
持
た
せ
て
置
い
て
、
仰
臥
の
ま
ま
眼
鏡
を
か
け
て
は
、
叮
寧
に
、
長
い
間
見
て
楽

し
ん
で
お
り
ま
し
た
７
」。
購
入
が
最
晩
年
で
あ
る
だ
け
に
、
現
存
す
る
写
真
の
幾

葉
か
は
こ
の
時
に
購
入
し
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
は
十
分
あ
る
だ
ろ
う
。

　

中
原
の
美
術
摂
取
は
何
も
写
真
だ
け
に
限
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
当
然
な
が
ら

書
籍
を
通
し
て
も
な
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
例
え
ば
友
人
の
清
田
昇
平
に
宛
て
た
一
九

〇
八
年
（
明
治
四
十
一
）
十
一
月
二
日
付
の
手
紙
の
文
面
か
ら
う
か
が
え
る
。

小
生
が
持
つ
て
る
独
逸
製
の
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
や
タマ

マ

ビ
ン
チ
の
画
集
（
代
価
一

円
五
十
銭
）
此
の
手
の
本
に
て
、
ロ
ダ
ン
や
ム
ニ
エ
ー
な
ど
が
あ
る
の
だ
が
、

ロ
ダ
ン
は
丸
善
に
一
冊
来
て
居
つ
た
の
で
広
瀬
が
早
速
買
つ
て
し
ま
つ
た
。
そ

れ
ァ
実
に
素
的
な
も
の
だ
。
写
真
版
が
百
ば
か
り
あ
つ
て
、
比
較
的
鮮
明
に
出

来
て
い
ゐ
る
。（
中
略
）
ム
ニ
エ
ー
は
丸
善
に
来
て
居
ら
ぬ
の
で
早
速
注
文
を

し
た
。（
中
略
）
そ
れ
か
ら
中
村
が
同
じ
手
の
本
で
ド
ナ
テ
ロ
ー
を
買
つ
た
８
。

こ
の
文
面
か
ら
、
中
原
が
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
や
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
の
画
集
を
所
有
し
て

い
た
こ
と
、
ム
ニ
エ
の
画
集
を
注
文
し
た
こ
と
が
わ
か
る
の
だ
が
、
残
念
な
が
ら
こ

れ
ら
を
は
じ
め
と
す
る
書
籍
は
一
冊
も
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
こ
の
文
面
は
、

画
像
の
程
度
、
友
人
の
購
入
状
況
に
ふ
れ
て
い
る
点
で
も
興
味
深
い
。

　

文
中
の
「
比
較
的
鮮
明
」
と
い
う
言
葉
か
ら
察
せ
ら
れ
る
よ
う
に
、
当
時
の
写
真

版
は
画
像
が
粗
い
も
の
が
多
く
、
現
代
と
は
ち
が
い
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
モ
ノ
ク
ロ
で

あ
っ
た
。
そ
う
し
た
写
真
版
を
頼
り
に
当
時
の
日
本
の
芸
術
家
た
ち
は
異
国
の
名
画

を
旺
盛
に
摂
取
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
中
原
が
親
友
・
中
村
彝
の

レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
理
解
を
綴
る
次
の
一
文
に
象
徴
さ
れ
よ
う
。「
中
村
君
は
彼
れ
一
流

の
執し

つ

抛こ

さ
を
以
つ
て
、
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
智
識
を
、
此
の
写
真
版

の
う
ち
か
ら
会
得
し
よ
う
と
思
つ
て
、
そ
の
本
が
手
垢
で
黒
く
な
る
程
く
り
返
し
是

れ
を
見
つ
め
た
。
そ
し
て
此
の
日
本
に
生
れ
た
不
幸
な
青
年
は
、
此
の
貧
し
い
写
真

版
の
う
ち
か
ら
、
兎
も
角
も
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
の
真
髄
と
思
は
れ
る
も
の
を
会
得
し
た

（
強
調
筆
者
）９
」。

　

友
人
が
購
入
し
た
画
集
に
つ
い
て
の
感
想
や
中
原
の
所
有
す
る
画
集
へ
の
言
及
は
、

そ
れ
だ
け
で
も
中
原
の
芸
術
的
嗜
好
を
伝
え
て
く
れ
る
の
だ
が
、
そ
う
し
た
こ
と
を

友
人
間
で
実
際
に
言
葉
を
交
わ
し
な
が
ら
話
題
に
し
て
い
た
こ
と
を
現
代
の
わ
れ
わ

れ
に
想
像
さ
せ
て
く
れ
る
よ
す
が
で
も
あ
る
。
中
原
は
赤
貧
洗
う
が
如
き
で
あ
っ
た

と
い
う
か
ら
、
こ
う
し
た
こ
と
を
話
題
に
し
な
が
ら
、
乏
し
い
懐
中
と
相
談
し
て
自

身
が
買
う
べ
き
画
集
、
借
り
て
済
ま
せ
る
画
集
を
選
別
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な

い
10
。

　

ま
た
友
人
か
ら
借
り
る
だ
け
で
な
く
、
書
店
や
図
書
館
も
有
効
に
使
っ
て
い
た
よ

う
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
親
友
・
中
村
彝
が
「
丸
善
を
訪
ね
て
は
、
そ
の
書
棚
か
ら

ビ
ン
チ
や
、
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
や
、
ミ
レ
ー
等
の
素
晴
ら
し
い
デ
ッ
サ
ン
を
引
き
ず

り
出
し
て
立
見
を
し
た
り
、
上
野
の
図
書
館
で
は
、
明
治
初
年
に
和
蘭
政
府
か
ら
日

本
へ
寄
贈
さ
れ
た
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
の
素
敵
な
オ
リ
ヂ
ナ
ル
・
エ
ッ
チ
ン
グ
を
、
誰
れ

も
気
づ
か
な
い
中
に
探
し
出
し
て
、
独
り
有
頂
天
に
な
っ
て
模
写
し
た
り
11
」
し
て

い
た
と
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
察
せ
ら
れ
よ
う
12
。

　

中
村
は
ま
た
中
原
の
好
み
の
お
そ
ら
く
は
一
九
〇
七
年
（
明
治
四
十
）
当
時
の
傾

向
に
つ
い
て
「
ミ
レ
ー
を
愛
し
、
コ
ロ
ー
を
愛
し
、
更
に
ド
ラ
ク
ロ
ア
を
熱
愛
せ
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る
13
」
と
記
し
て
い
る
。
先
に
引
用
し
た
よ
う
に
、
後
年
の
中
原
に
は
ミ
レ
ー
の

デ
ッ
サ
ン
の
写
真
版
を
注
文
し
た
記
録
が
残
っ
て
い
る
が
、
ミ
レ
ー
を
は
じ
め
こ
れ

ら
の
画
家
の
写
真
類
は
伝
わ
っ
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
購
入
し
た
も
の
の
諸
事

情
に
よ
り
失
わ
れ
た
写
真
も
少
な
か
ら
ず
あ
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

　

こ
の
ほ
か
中
原
が
、
関
心
を
寄
せ
た
芸
術
家
と
し
て
ヴ
ァ
ン
・
ダ
イ
ク
（
八
九
頁
、

九
二
頁
）、
モ
ネ
（
一
〇
八
頁
）、
ド
ガ
（
一
一
二
―
一
三
頁
）、
ワ
ッ
ツ
（
一
一
三

頁
）
シ
ャ
バ
ン
ヌ
（
一
二
八
頁
）
の
名
前
が
そ
の
日
記
に
記
さ
れ
て
お
り
14
、
佐
藤

朝
山
は
「
中
原
君
と
の
交
遊
」
の
な
か
で
、
中
原
の
好
ん
だ
芸
術
家
と
し
て
、
テ
ィ

ン
ト
レ
ッ
ト
の
名
前
も
挙
げ
て
い
る
15
。
な
お
、
中
原
の
関
係
資
料
中
に
、
今
回
紹

介
し
た
も
の
の
う
ち
近
世
工
芸
に
つ
い
て
の
言
及
は
な
く
、
水
墨
画
（
雪
舟
）
に
つ

い
て
は
「
雪
舟
、
牧
渓マ

マ

等
、
彼
れ
の
崇
拝
す
る
作
家
の
写
真
版
16
」
と
の
言
及
が
あ

る
。

�

（
次
号
に
つ
づ
く
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１　

中
原
悌
二
郎
「
伊
藤
信
へ
の
手
紙
」『
彫
刻
の
生
命
』
中
央
公
論
美
術
出
版
、

一
九
七
八
年
、
一
八
九
頁
参
照
。

２　

中
原
悌
二
郎
「
空
想
的
に
迄
で
進
ん
だ
写
実
主
義
」、
同
書
、
五
七
頁
参
照
。

３　

中
原
悌
二
郎
「
マ
ネ
ー
と
ル
ノ
ア
ー
ル
」、
同
書
、
五
〇
頁
参
照
。

４　

平
櫛
田
中
「
中
原
君
に
就
い
て
僕
の
知
つ
て
居
る
事
」、
中
原
信
編
『
彫
刻
の

生
命
』
ア
ル
ス
、
一
九
二
一
年
、
二
九
二
頁
参
照
。

５　

石
井
鶴
三
「
中
原
君
と
私
」、
同
書
、
三
〇
三
―
〇
四
頁
参
照
。

６　

中
原
悌
二
郎
「
日
記
」『
彫
刻
の
生
命
』
中
央
公
論
美
術
出
版
、
前
掲
書
、
一

二
七
頁
参
照
。
ま
た
こ
の
年
の
四
月
に
新
潟
よ
り
妻
・
信
が
上
京
し
、
こ
の
時

の
新
居
に
つ
い
て
「
壁
間
に
は
ミ
レ
ー
の
素
描
、
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
、
セ
ザ
ン
ヌ

の
自
画
像
の
額
な
ど
掛
け
」
と
信
が
回
想
し
て
お
り
、
注
文
し
た
写
真
版
を
購

入
し
壁
に
掛
け
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
中
原
信
『
中
原

悌
二
郎
の
想
出
』
日
動
出
版
部
、
一
九
八
一
年
、
一
一
五
頁
参
照
。

７　

中
原
信
『
中
原
悌
二
郎
の
想
出
』、
前
掲
書
、
一
九
〇
頁
参
照
。

８　

中
原
悌
二
郎
「
書
簡
」、
中
原
信
編
『
彫
刻
の
生
命
』、
前
掲
書
、
一
五
二
―
五

三
頁
参
照
。

９　

中
原
悌
二
郎
「
中
村
彝
氏
に
就
い
て
」、
同
書
、
三
八
―
三
九
頁
参
照
。

10　

若
く
貧
し
い
画
学
生
た
ち
の
な
か
に
は
、
荻
原
守
衛
の
よ
う
に
「
日
本
に
さ
へ

持
帰
つ
て
置
け
ば
、
所
有
権
は
誰
れ
に
あ
つ
て
も
同
じ
事
だ
」（
斎
藤
与
里

「
碌
山
館
」『
読
売
新
聞
』
一
九
一
一
年
（
明
治
四
十
四
）
四
月
二
十
七
日
）

と
考
え
、
友
人
が
所
有
し
て
い
る
も
の
は
敢
え
て
手
に
入
れ
な
か
っ
た
と
い
う

こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。

11　

中
村
彝
「
中
原
悌
二
郎
君
を
憶
ふ
」『
芸
術
の
無
限
感
』
中
央
公
論
美
術
出
版
、

一
九
七
七
年
、
六
五
―
六
六
頁
参
照
。

12　

ま
た
一
九
一
九
年
（
大
正
八
）
二
月
十
九
日
の
日
記
に
は
「
美
術
院
よ
り
シ
ヤ

バ
ン
ヌ
、
ギ
リ
シ
ア
肖
像
集
を
借
り
て
」
と
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
中
原

悌
二
郎
『
彫
刻
の
生
命
』
中
央
公
論
美
術
出
版
、
前
掲
書
、
一
二
八
頁
参
照
。

13　

中
村
、
前
掲
書
、
六
四
頁
参
照
。

14　

日
記
の
頁
数
は
、
中
原
悌
二
郎
『
彫
刻
の
生
命
』
中
央
公
論
美
術
出
版
、
前
掲

書
の
も
の
で
あ
る
。

15　

佐
藤
朝
山
「
中
原
君
と
の
交
遊
」、
中
原
信
編
『
彫
刻
の
生
命
』、
前
掲
書
、
二

四
一
頁
参
照
。
ま
た
佐
藤
は
、
ブ
レ
イ
ク
、
ジ
ョ
ッ
ト
、
ア
ン
ジ
ェ
リ
コ
を
否

定
す
る
中
原
の
言
葉
も
記
し
て
い
て
興
味
深
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
同
書
二
四

〇
頁
参
照
。

16　

中
村
、
前
掲
書
、
六
六
頁
参
照
。
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③レンブラント《赤い帽子の老人》
25.8×17.5㎝

②レンブラント《杖を突く乞食》
25.8×17.5㎝（①の裏面）

①レンブラント《禿頭の男》
35.4×25.4㎝

⑥セザンヌ《オワーズの谷》
22.2×27.8㎝
裏面に「Cézanne/3029」の鉛筆書

④レンブラント《年取った男》
21.5×16.4㎝
裏面に「SB9」の鉛筆書

⑨ルーベンス《十字架上の基督》
30.2×22.7㎝

⑤セザンヌ《パイプの男》
28.2×22.5㎝

⑦セザンヌ《首吊りの家》
27.8×32.2㎝
裏面に「Cézanne/La Maison du Pendu」
の鉛筆書

⑧ルーベンス《イザベラ》
33.3×25㎝
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⑩レオナルド《イザベラ・デステの
肖像》
35.5×26.6㎝
裏面に「Vinci」の鉛筆書
　　　白鳳社の印

⑪ルノワール《横たわる浴女》
14.2×36.2㎝
裏面に「Renoir/3372（？）」の鉛筆書
　　　白鳳社の印

⑫カリエール《髪を解いた若い女》
32.9×26.4㎝
裏面に「Eugène Carrière/1312/Tête 
de jeune fille aux cheveux dénoués/
（Mlle Marguerite Carrière）/a Mme 
Carrière」の鉛筆書

⑭尾形光琳《野々宮図硯箱》
19.6×36㎝

⑬ギリシア彫刻《女性の頭像》
30.1×22㎝

⑮尾形乾山《秋草図鉢》
22.8×30㎝

⑯雪舟《山水図》
40.4×28.1㎝
裏面は前号紹介の広目天（№31）
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